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度、析出強化量の関係から TiC 析出粒子 1 個あたりの抵抗力のサイズ依存性を実験的に求めている。






高密度の転位は固溶 C のトラップ／供給サイトになりセメンタイト（Fe3C）の析出を抑えることで、C の実質
的な固溶濃度を高め TiC の析出の駆動力が大きくなることで、転位上だけでなく母相への TiC 析出も早
める効果があることが初めて見出されている。 
第七章では、第四章で作製したモデル鋼を用いて、ナノメートルサイズの TiC析出物（NaCl型）の析出
物組成において C は Ti よりも少なく（C/(C+Ti)～0.4）、C 原子空孔が存在することが示唆されている。検
出効率の高いアトムプローブ装置の使用により統計誤差を減らす測定がなされたが、直径 1.5nm 以下の


























令和 2年 2月 18日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
 
 
